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問題番号 問い 

 
右のグラフの式を求めな 
さい。 
 
 
 
 

８ 正解 ｙ ＝ ２ｘ＋３ 

誤 答 例 つまずきの原因 分析と解消 

（１）直線の式が１次関数であることをイメ

ージすることができていません。 
【８－１】 

（２）１次関数の式の形を理解していませ

ん。 
【８－１】 

１ 無解答 
（３）１次関数の式の形は理解しています

が、ａ(傾き)とｂ（切片）の求め方を
理解していません。 

【８－１】 

２ ｙ＝３ｘ＋２ 傾きと切片を逆にして考えています。 【８－２】 

正解の解説 
グラフとｙ軸との交点は、（０，３）なので、切片は３です。つまり、ｂ＝３です。 
また、グラフは、ｘが１増えると、ｙが２ずつ増えているので、ａ＝２ になります。 
よって、式は、ｙ＝２ｘ＋３になります。 

練習 

次のグラフの式を求めなさい。     （２）   （１） 
 
 
                            （３） 
 
 
 

解答 

（１）ｙ＝２ｘ－３       （２）ｙ＝－３ｘ＋１ 
 
（３）ｙ＝   ｘ－２ 
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誤答例１のつまずきの分析【８－１】 
 直線のグラフが１次関数の関係であることや１次関数の一般式を理解していません。１次関数

のグラフの特徴や一般式（ｙ＝ａｘ＋ｂ）を学習する必要があります。 

つまずきの解消 
 １次関数のグラフの特徴（直線になる）をつまずきの解消【７－３】を参考にして確認し

てみましょう。 
また、１次関数の一般式は、ｙ＝ａｘ＋ｂです。この式のａの値は傾き（変化の割合）を

表し、その意味は、つまずきの解消【６－２】を参考にして確認してみましょう。また、ｂ

は、切片を表し、その意味は、つまずきの解消【７－１】を参考にして確認してみましょう。 
【問題番号３の場合】 
 
 
           ＋２ 
         ＋１ 
 
 
 
 
 
 また、ｂ（切片）は、グラフとｙ軸との交点のｙ座標であり、ｘ＝０のときのｙの値を表して

いる。上のグラフで、ｙ軸との交点のｙ座標は、３である。よって、ｂ＝３となる。 
 

誤答例２のつまずきの分析【８－２】 
 直線のグラフが１次関数の関係であることや１次関数の一般式（ｙ＝ａｘ＋ｂ）は理解してい

ますが、ａとｂの値の意味を理解していません。ａとｂの値が表す意味を学習する必要がありま

す。 

つまずきの解消 
 １次関数の一般式（ｙ＝ａｘ＋ｂ）のａとｂの値の意味は、つまずきの解消【８－１】を参

考にして確認してみましょう。 
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右のグラフで、ｘの値が１ずつ増えるとき

に、ｙの値は、２ずつ増えています。これ

が、変化の割合であり、グラフの傾きを表

しています。 
よって、ａ＝２である。 


